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第三章　推進機器概要
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■■　操船制御機器　■■

1　主機関制御機器の概要
Z ぺラを基本として記述する。

 1 － 1　クラッチの機種と嵌脱操作
主機関の回転をプロペラに伝達する装置で、クラッチの嵌脱と機関回転数の増減が制御

レバーの操作で行える機構である。
（１）　普通クラッチ

主機関が運転中であってもクラッチ脱の場合には、プロペラ回転軸に主機関の回転が
伝達されないのでプロペラ回転数はゼロで船体停止状態となっている。制御レバーを嵌

（直結）の位置に操作して初めてプロペラの回転起動となる。
制御レバー操作（発令）からクラッチ嵌（直結）でプロペラ回転起動までの時間は通

常 2 ～ 3 秒前後の時間を要するので、操船の際には常にこの時間差を念頭に対応する。
機関の定格回転域（400 ～ 420 回転前後）で嵌（直結）となり、後述のオメガクラッ

チと比較してクラッチ嵌のときの衝撃が大きい。

機関室内に設置されたクラッチ機構 Ｚ型推進装置に併設されたクラッチ機構

（２）　オメガクラッチ
主機関運転中でクラッチ嵌（直結）

の定格回転数値までに、オメガ ON
→ 1 → 2 → 3 → 3.5 →直結の段階的
スリップ機構を装備したオメガ領域
を設け各段階ごとにプロペラ回転数
を暫増することによって、クラッチ
嵌の衝撃緩和と船体制動の微調整を
可能とした機構となっている。

各段階におけるプロペラ回転数は
各船の成績表に記載されている。

㊟◦（１）、（２）いずれの機構も主機起動の前には制御レバーのクラッチ嵌脱の確認を
行い、制御レバーは必ず脱の状態にして起動に備える（機関始動条件が成立しない
ため）。

 1 － 2　主機関出力（機関回転数）の制御
急激に高回転高出力を得ようと制御レバー操作を行っても、クラッチ嵌の行程を通過

しなければ主機関の加速制御はできない（普通クラッチならびにオメガ領域ともに同様）、
クラッチ嵌までの所要時間はいずれのメーカーも許容範囲内での調整設定が可能である。

焦るな操舵と機関制御に余裕を持て

制御レバーによる発令からクラッチ嵌までの所要時間は前述の如くであり、いかなる場
合でも『嵌の行程を経た後でなければ回転制御は不可能』を体に覚えさせる。
㊟◦レバー操作の過程において嵌の段階を経ず一挙に高出力回転の発令を行った場合、

クラッチ嵌までの一定時間経過後に急激な機関回転数の増強を強制することとな
り、機関に過大な負担を掛けるばかりでなく黒煙排出や船体の予想外の運動を惹起
するとともに、その制動に機関の高出力を必要とする結果となる。

2　操舵装置と作動性能
舵角表示は前後進舵角を 0度、中立（正横）舵角を 90度として記述する。

操舵機構が主機付きの場合、主機関が停止すれば作動不可能と
なるので注意

 2 － 1　操舵レバー
（１）　左右各舷の舵角操作が個別操作可能であり、操舵レバーでの舵角の可動範囲は前進 0

度から正横 90 度を経て後進 0 度までの 180 度である。
（２）　舵角の旋回（排水流方向）は基本として外回りとなっている。
（３）　内回りを望む場合には舵角を前後進いずれかに制定の後、操舵ハンドルにて操作すれ

ば可能であるが両舷機排水流が向き合わせとなるような操作は、船体振動を誘発して機
関ならびに装備機器のトラブルの起因となるので要注意（p-33 の［参考］図参照）。
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付 録　遠隔操縦装置の操作図解
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表示記号

操舵ハンドル

操舵レバー

オメガ領域

制御レバー

舵角表示盤

船体の動き

㊟◦舵角表示は一例を表記
基本として操舵レバー操船と操舵ハンドル操船に区分し表記した。
操舵レバー操船の場合には操舵ハンドル 0度に、操舵ハンドル操船の場合には操舵
レバー 0度または 90 度に設定した後の作動舵角と舵角表示を記載。
操舵レバーと操舵ハンドルを併用した操舵例についてはレックスペラの項に記載。
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右レ後　 0°

　ハＰ　35°
左レ後 0°

操舵レバー操船（操舵ハンドル0度）

右レ前　 0°

　ハＰ　35°
左レ前 0°

右レ前　 0°
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左レ前　45°

右レ前　 0°

　ハＳ　35°
左レ前 0°

操舵ハンドル
操船
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操船

右レ前　35°

　ハ　 0°
左レ前 0°

右レ後　45°

　ハ　 0°
左レ前　45°

右レ正　90°

　ハＳ　45°
左レ正　90°
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右レ後　 0°

　ハ　 0°
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　ハＳ　35°
左レ後 0°

右レ後　 0°

　ハ　 0°
左レ正　90°

右レ後　 0°

　ハＳ　90°
左レ後 0°

右レ正　90°

　ハＰ　45°
左レ正　90°

右レ前　 0°

　ハＰ　90°
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　ハ　 0°
左レ後　45°

右レ後　45°

　ハ　 0°
左レ後　45°

右レ後　 0°

　ハ　 0°
左レ後 0°

■■　Zペラ　■■

操舵ハンドル操作角度と実動舵角の例

舵角を90度偏舵するには操舵ハンドルを同方向に
5回転操作。

実動舵角90度÷5回転＝18度（1回転）
360度÷18度＝20度

ハンドル20度操作ごとに舵角1度偏舵する。

舵角表示盤操舵レバー操作位置
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推進器排水流方向操舵ハンドル舵角表示盤

操舵ハンドル


